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選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ
た
の
は
な
ぜ
？

選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ
た
の
は
な
ぜ
？

　

選
挙
権
年
齢
の
引
下
げ
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
日
本
の
未
来
を
つ
く

り
担
う
10
代
に
、
政
治
に
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

ま
た
、
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
若
い
年
齢
か
ら
持
つ

こ
と
で
、
よ
り
主
体
的
に
政
治
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

若
者
の
投
票
率
が
低
い
と
、
若
者

の
声
は
政
治
に
届
き
に
く
く
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
若
者
に
向
け
た
政

策
が
実
現
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
実

現
す
る
の
に
時
間
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
の
選
挙
権
年
齢
は
？

世
界
の
選
挙
権
年
齢
は
？

　

国
立
国
会
図
書
館
の
調
査
で
は
、
世
界
1
9
1
の
国
・
地
域
の
う

ち
、
9
割
近
く
が
日
本
の
衆
議
院
に
あ
た
る
下
院
の
選
挙
権
年
齢
を

「
18
歳
以
上
」
と
定
め
て
い
ま
す
。（
平
成
26
年
現
在
）

　

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
を
中
心
に
さ
ら
に
選
挙
権
年
齢
の
引

下
げ
を
進
め
る
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
す

で
に
「
16
歳
以
上
」
へ
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
く
ら
い
有
権
者
が
増
え
る
の
？

ど
の
く
ら
い
有
権
者
が
増
え
る
の
？

　

小
千
谷
市
の
有
権
者
数
（
平
成
28
年
3
月
2
日
現
在
の
名
簿
登
録

者
数
）
は
3
万
7
9
4
人
で
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
約
7
5
0
人
が
新
た
に
有
権
者
に
加
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
国
で
は
、
約
2
4
0
万
人
の
有
権
者
が
加
わ

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
で
で
き
る
こ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
で
で
き
る
こ
と

　

18
歳
以
上
（
有
権
者
）
に
な
れ
ば
選
挙
運
動
が
で
き
、
S
N
S
や

ブ
ロ
グ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
、

特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
目
的
と
し
た
活
動
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
候
補
者
や
政
党
等
以
外
の
有
権
者
は
電
子
メ
ー
ル
を
利

用
し
た
選
挙
運
動
は
で
き
ま
せ
ん
。　

ま
た
、
満
18
歳
未
満
の
者
に

よ
る
選
挙
運
動
や
、
公
示
・
告
示
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
の
期
間

以
外
の
選
挙
運
動
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

進
学
や
就
職
で
引
っ
越
し
た
ら　
　
　
　
　

進
学
や
就
職
で
引
っ
越
し
た
ら　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う

　

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は
住
民
票
が
あ
る
自
治
体
で
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

引
っ
越
し
先
の
自
治
体
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　

国
外
で
の
投
票
を
希
望
さ
れ
る
方
は　
　
　

国
外
で
の
投
票
を
希
望
さ
れ
る
方
は　
　
　

　
　
　
　
　

事
前
に
登
録
申
請
が
必
要
で
す

　
　
　
　
　

事
前
に
登
録
申
請
が
必
要
で
す

　

仕
事
や
留
学
な
ど
で
国
外
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
外
国
で
国
政
選

挙
に
投
票
で
き
る
「
在
外
選
挙
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
在
外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
申
請
を
し
、
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
申
請
時
点
で
年
齢
が
満
18
歳
未
満
で
も
、

平
成
28
年
6
月
19
日
時
点
で
満
18
歳
以
上
（
平
成
10
年
6
月
20
日
以

前
の
出
生
）
で
あ
れ
ば
、
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
申
請
は
、
お

住
ま
い
の
在
外
公
館
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　平成27年6月に公職選挙法が改正され、満20歳以上だった選
挙権年齢が「満18歳以上」に引き下げられることになりました。
選挙権年齢の引下げは、昭和20年に20歳以上に引き下げられて
以来、約70年ぶりとなります。
　今回の選挙権年齢の引下げは平成28年6月19日以降に公示さ
れる国政選挙から適用されるため、今年の夏に予定されている参
議院議員通常選挙から18歳以上が投票できる見通しです。

選挙権年齢が選挙権年齢が
「18歳以上」に引き下げられます「18歳以上」に引き下げられます
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●9月17日／片貝小学校（6年生40人）

　　よし太くんなどのキャラクターが候補者となり、事前に配られた選挙公報を見て候補者を選び、
　投票から開票までの流れを体験しました。

●2月12日／小千谷西高等学校（2年生160人）

　　西高市の市長を選出するという想定で行われ、候補者役の演説を聴き、それぞれの政策を比べて
　1票を投じました。

　県・市選挙管理委員会は、将来有権者となる児童・生徒のみなさんに政治や選挙の意義や重要性を
理解してもらうため、「明るい選挙出前授業」を実施しています。
　今年度は片貝小学校と小千谷西高等学校で行い、政治の役割や選挙制度について説明した後、実際
の選挙で使われている投票記載台、投票箱などを使った模擬投票を行いました。投票所の受付や投票
立会人なども児童・生徒が行い、一連の投票の流れを体験してもらいました。参加者からは「選挙の
大切さが分かった」「18歳になったら投票に行きたい」などの声が聞かれ、政治や選挙を身近に感じ
るきっかけになったようです。

未来の有権者へ選挙出前授業を行いました未来の有権者へ選挙出前授業を行いました

み
ん
な
で
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う

　

昨
年
4
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
年

代
別
投
票
率
を
見
る
と
、
特
に
若
年
層
の
投
票
率
が
依

然
と
し
て
低
く
、
最
も
低
い
20
代
の
有
権
者
の
投
票
率

は
、
最
も
高
い
60
代
の
有
権
者
の
投
票
率
の
半
分
し
か

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

　

投
票
に
行
く
こ
と
は
、
選
挙
を
通
じ
て
政
治
に
参
加

す
る
こ
と
で
す
。
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
を
や
め
て
し

ま
う
と
、
一
部
の
人
の
考
え
だ
け
に
基
づ
い
て
政
治
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

投
票
に
よ
っ
て
自
分
の
意
志
を
届
け
る
こ
と
が
、
よ

り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
選
挙

の
意
義
、
投
票
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
今

一
度
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

年代別投票率
小千谷市議会議員一般選挙（平成27年4月26日）
（第1、2、11、37投票区の数値）
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あなたも市議会を傍聴してみませんか
　市議会はどなたでも傍聴できます。市議会は毎年4回（3月、6月、9月、12月）定例会が開かれる
ほか、必要がある場合は臨時会が開かれます。選挙によって選ばれた議員の活動や市政の方針を知る
良い機会ですので、ぜひ一度お出かけください。
■市議会傍聴に関する問い合わせ／議会事務局 83-3505

●議会中継

　市議会本会議は、市ホームページ
http://www.city.ojiya.niigata.jp/から
インターネットライブ中継でご覧いただ
けます。
　また、録画映像は本会議終了後、休日
（土・日曜日、祝日）を除く5日後から1
年間ご覧いただけます。

●傍聴するためには

　市議会の日程は市報や市ホームページ http://ww
w.city.ojiya.niigata.jp/でお知らせしています。本会
議を傍聴される場合は、本会議当日に市役所4階の議
場入口で受付票に必要事項を記入してください。
　また、本会議を団体で傍聴する場合や委員会の傍聴
を希望する場合は、事前に議会事務局へお問い合わせ
ください。

今年行われる予定の選挙
　今年は参議院議員通常選挙と新潟県知事選挙があり、それぞれ任期満了前に選挙が行われる予定で
す。国政や県政を担う私たちの代表者を選ぶ大切な選挙です。みんなで投票に参加しましょう。

●参議院議員通常選挙（新潟県選出議員選挙、比例代表選出議員選挙）
　平成28年7月25日任期満了
※選挙制度の見直しにより、参議院新潟県選出議員の定数が4人から2人に変更されました。参議院
　議員は6年の任期で3年ごとに定数の半分を改選するため、次の通常選挙から1人ずつ改選されます。

●新潟県知事選挙
　平成28年10月24日任期満了

選
挙
管
理
委
員
の
改
選　
委
員
長
に
勝
又
武
さ
ん
が
就
任

　

選
挙
管
理
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
昨
年
12
月
の
市
議
会
第
4
回

定
例
会
に
お
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
4
人
と
補
充
員
4
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
の

互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
勝
又
武
さ
ん
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
大
塚

幸
夫
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

委
員
と
補
充
員
の
任
期
は
い
ず
れ
も
4
年
間
で
、
平
成
31
年
12
月
9

日
ま
で
で
す
。

選
挙
管
理
委
員

委
員
長

勝
又
武
さ
ん
（
東
栄
3
）

委
員
長
職
務
代
理
者

大
塚
幸
夫
さ
ん
（
上
ノ
山
2
）

委
員

関
隆
太
郎
さ
ん
（
池
ケ
原
）

委
員

小
野
塚
朋
子
さ
ん（
一
之
町
一
区
）

補
充
員

▽
新
保
賢
さ
ん
（
千
谷
）
▽
丸
山
君
子
さ
ん
（
城
内
1
）
▽
羽
鳥
義
郎

さ
ん
（
干
三
）
▽
櫻
井
英
樹
さ
ん
（
東
栄
3
）


